
石狩市学芸員
工藤義衛  Tomoe Kudo
専門分野は考古学と風俗史。石狩
独特の文化を研究する一環で石
狩の食を代表する「石狩鍋」の歴
史やルーツについても調査を行う。

■文化財課　いしかり砂丘の風資料館 ※火曜休館 ☎62・3711 
「いしかり博物誌」は、えりすいしかりネットテレビ（http://www.i-eris.tv/）でもご覧いただけます。
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花畔の年表
明治 4
明治 6
明治33
昭和 3
昭和16

昭和23
昭和40
昭和51
昭和62
昭和63
平成 6
平成 8
平成12
平成13　　　
平成17
平成25

花畔村開村（岩手県徴募移民39戸）
花畔教育所（現花川小学校）石狩教育所（現石狩小学校）開設
花畔村開村30年祭
花畔治水工事竣工
太平洋戦争始まる（～20年）

石狩町、花畔、生振、高岡の4農協設立
町役場花畔出張所開設
花畔団地バス路線開通
64年国民体育大会記念石狩町スポーツ広場供用開始
石狩町・花畔・生振3農協合併
花畔村（上花畔）を「緑苑台」に字名変更
市制施行（花畔の一部が「花川東」に）
花畔市街土地区画整理事業により一部地域の条丁目制を実施
花畔中央会館オープン
石狩市・厚田村・浜益村合併、新「石狩市」誕生
花川小学校開校140周年

年
年
年
年
年

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

石狩市街、米軍艦載機の空襲を受け役場など焼失
死傷者26人、被害戸数221戸昭和20年

展 示
　 24（火）～31（火）
　 平日8時45分～17時15分
　 市役所1階ロビー（花川北6・1）
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